
社会・地理歴史・公民における一人一台端末を活用した授業案 
 

校種・学年 
分野（科目） 公民（公共） 単元名 

B 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画 
 する私たち 
（３）主として経済に関わる事項 雇用と労働問題 

 
育みたい社会的事象について 

調べまとめる技能 一人一台端末活用の効果 使用するアプリ 

【情報を収集する技能】 
 新聞やインターネットから情報を集める 
【情報をまとめる技能】 
 聞き取って、効果的な形式でまとめる 

・○×テストで関心を高めると

ともに生徒の実態を把握す

る。 
・Google スプレッドシートを共

有し、グループワークを行う

ことで学び合いを促進する。 

・Google classroom 
・Forms  
・Google スプレッ

ドシート 

 
★一人一台端末を活用する場面 

授業の概要 

労働者の権利を守るために、労働基準法などの法律が制定されていることを理解 
し、非正規雇用の増加、ブラックバイトなど、現代日本の労働問題の動向を知る。 
 アルバイトのシフトを決めるロールプレイから、より良い働き方を実現する為に 
必要なことを考える。 

学習内容・活動 一人一台端末の活用ポイント 
１時間目 

〇労働者の権利を守るための法律について学習する。 

・労働についての○×クイズを行い、労働基準法の条文と関係につい

て、教科書やインターネットで調べまとめる。 

・児童労働や長時間労働についての資料から、労働基準法が定められ

ている意味を考える。 

〇ブラックバイトについての新聞記事を読む。 

・問題点を確認し、グループで共有する。記事にあるような事例に遭遇

した場合、自分ならばどうするか考え、グループ内で発表する。 

〇アルバイトのシフトを決めるロールプレイを行う。 

・コンビニエンスストアを例に、店長、高校生などの役割を決め、それぞ

れの利害に基づいて１週間のシフトを決定する交渉を行う。相手の立場

も考え、ウィン・ウィンになることを目指す。 

２時間目 

〇完成させたシフト表を発表する。 

・なぜそのような結果になったのか、どのように交渉することがよい結果

につながるかについて考えをまとめ、グループごとに発表する。  

〇労働問題解決の在り方やより良い働き方をするために必要なことを

考える。 

・派遣労働者、介護離職、障害者雇用、技能実習生などについての新

聞記事を配布し、問題点を読み取り、ワークシートにまとめる。 

・様々な立場の人たちが快く働ける職場とは、どのようなものか考える。 

 
・資料、ワークシート等は

Google classroom ムで配

布・回収する。 
・Forms で労働条件や賃金に

関する○×テストを行い関心

を高める。結果は自動で採

点、集計され、生徒の実態を

把握することができる。 
・Google スプレッドシート

でアルバイトのシフト表を作

成する。オンラインで作業す

ることで、コピーや削除が容

易にでき、学び合いが促進さ

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
・事例ごとに問題点を読み取

り、共有する。それぞれの労

働者が抱える問題点について

理解した上で、どのような環

境にすれば、働きやすくなる

か考え、意見をまとめる。 



〇配布する課題のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 


